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当社子会社（株式会社トムス・エンタテインメント）の 
平成２０年３月期通期（連結･個別）業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 
 
 
 当社の子会社である株式会社トムス・エンタテインメントは、平成１９年５月９日の決算発表時に

公表した平成２０年３月期（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日）の通期の連結および個

別の業績予想について、別添のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

なお、当社業績への影響は軽微であり、本件による当社業績予想の修正はございません。 
 
 
《添付資料：トムス・エンタテインメント開示資料 「平成20年3月期 通期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ」》 

 
以上 



 
平成１９年１１月２日 

各  位 
                      上場会社名 株式会社トムス・エンタテインメント 
                      代 表 者 名      代表取締役社長    古 賀 督 徳 
                      コード番号 ３５８５ 

上場取引所 名証第２部 
                      問合わせ先 常務取締役管理本部長 山 田 克 博 
                                 （ＴＥＬ 03-5325-9111） 
 
 

平成 20年 3月期通期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 
 

平成 19 年 5月 9 日の決算発表時に公表いたしました平成 20 年 3月期（平成 19年 4 月 1日～平成 20
年 3月 31 日）の通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 
１．通期 連結業績予想の修正（平成 19年 4月 1日～平成 20年 3月 31日） 

（単位：百万円） 

                            
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 
当期純利益 

前回発表予想 （Ａ） 17,430 1,910 1,900 1,000 23 円 50 銭 
今回修正予想 （Ｂ） 16,230 1,660 1,700 1,000 23 円 50 銭 
増 減 額     （Ｂ―Ａ） △1,200 △250 △200 ― ― 
増 減 率       （％） △6.9％ △13.1％ △10.5％ ― ― 
（ご参考） 
前期（平成19年 3月期）実績 

15,592 1,602 1,601 1,386 32 円 57 銭 

 
  <修正理由> 
    売上高につきましては、アニメーション事業の劇場映画制作本数の減少、および海外販売・商

品化権販売等の不振、またアミューズメント事業の新規開設店舗の減少などにより、前回発表値
より 12億円下回る見込みとなりました。 

    営業利益、経常利益につきましては、上記売上高減少の影響を受け、営業利益については前回
発表値より 2億 5千万円、経常利益については前回発表値より 2億円下回る見込みです。 

    一方、当期純利益につきましては、閉鎖店舗のゲーム機器の除却損が減少したこと、並びに税
効果会計により税金費用が減ったことなどで、前回発表値を確保出来る見込みです。 

 
２．通期 個別業績予想の修正（平成 19年 4月 1日～平成 20年 3月 31日） 

（単位：百万円） 
                            

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

前回発表予想 （Ａ） 17,000 1,820 1,840 960 22 円 56 銭 
今回修正予想 （Ｂ） 16,030 1,580 1,650 960 22 円 56 銭 
増 減 額     （Ｂ―Ａ） △970 △240 △190 ― ― 
増 減 率       （％） △5.7％ △13.2％ △10.3％ ― ― 
（ご参考） 
前期（平成19年 3月期）実績 

15,192 1,508 1,541 1,052 24 円 73 銭 

 
 <修正理由> 

    連結業績予想の修正理由と同じ理由により、売上高につきましては前回発表値より 9 億 7 千万
円、営業利益につきましては前回発表数値より 2 億 4 千万円、経常利益につきましては前回発表
値より 1億 9千万円、それぞれ下回る見込みです。 

    一方、当期純利益につきましても、連結業績予想の修正理由と同じ理由により、前回発表値を
確保出来る見込みです。 

 
  ※上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
 

              以 上 


